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１．適用範囲

ロジックパズルについて

ロジックパズルを簡単に説明すると与えられた数字から絵を導き出す（マトリックスにしるしを付けていく）パズルゲームです。

　　（例）

＜問題＞　　　　　　　　　　　　　　　　＜答え＞



逆ロジックパズルについて

　　上の例の逆を行います

逆ロジックパズルプラグインは「したらびあん（テキストエディタ）」のプラグインです。

主な機能として「したらびあん」のテキストボックスに描かれたマトリックスに対して逆ロジックパズルを行います。

前提条件

· マトリックスは文字列の“□”、“■”で構成します。

· 扱うフォントは「したらびあん」の標準のものとします。

２．プラグインについて
逆ロジックパズルプラグインは「したらびあん」(exe)専用のDLLで、exeからの情報を処理します。

「したらびあん」に逆ロジックパズルプラグインを組み込むと下記のツールバーが使用可能になります。
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＜□ボタン＞

「したらびあん」のテキストボックスに“□”を挿入します。

＜■ボタン＞

「したらびあん」のテキストボックスに“■”を挿入します。

＜スキャンボタン＞

テキスト上にかかれたマトリックス(マトリックスが凸凹な場合、１番長い行の個数に合わせます)に対して逆ロジックパズルを行い、答えとマトリックスを挿入します。

テキスト上にマトリックスが無い場合は何も行いません。

３．クラス図と関数リスト

クラス図












関数リスト

	関数
	戻り値
	引数
	機能

	Scan
	BOOL
	Unsigned char* pucLogic

文字列へのポインタ
	文字列にマトリックスがあるかを判定し、あればTRUEを返し、逆ロジックパズルの答えを作成します。

マトリックスが無い場合はFALSEを返します。

	GetScaned
	CString
	無し
	Scanで作成した文字列を返します。


４．スキャンボタンの内部処理
(1) テキストにかかれている文字列をすべて取得。

行数を取得する。

先頭から最後尾まで1行ずつ1つの文字列にコピーしていく。

改行コードも追加しておく。

(2) 取得した文字列の中にマトリックスの有無を判定。

無





これ以降の処理は行わない。



有

(3) マトリックスが凸凹な場合、全体が四角形になるようにする。

マトリックスが1番長い行を調べる。

1番長い行と同じ長さになるように他の行の最後尾に“□”を挿入する。

(4) 出来あがった文字列（マトリックス）に対して“■”の数を判定していく。

X方向：

文字列の先頭から順番に調べていく。

Y方向：

文字列を1行ごとに分けて配列に格納しておく。

先頭から1つ目を調べる→次の行→1つ目調べる→・・・を繰り返し、行が無くなれば2つ目の文字を調べて次の行と、改行コードがでるまで繰り返す。

(5) X、Y方向に関して調べた値を表示用の値にして記憶しておく。

調べたデータ（数値）を表示用のデータ（文字列）に変換する。

変換したデータを配列に格納していく。

改行コードも格納しておく。

文字列に出力すること考え、全行インデントがそろうように余白を配列に挿入する。

格納先の配列はX方向とY方向で別の配列を使用する。

(6) Y方向について記憶してあるデータを表示させる文字列に追加。

配列に記憶してあるデータを正しい表示になるように並べ替えながら文字列に追加していく。

(7) X方向について記憶してあるデータとマトリックスを表示させる文字列に追加。

配列に格納されている1行分のデータを文字列に追加したら、その部分にあたるマトリックス1行分を文字列に追加していく。

(8) 出来た文字列をテキストに挿入する。






□ ■ ■


■ □ □


■ ■ ■





　 　 １ １


　 ２ １ １


２ □ □ □


１ □ □ □


３ □ □ □





スキャンボタン





■ボタン





□ボタン





CShitarabianPlugIn





CDocumentIF

















const char* GetPlugInName()





Int GetLineCount()


Cstring GetLine(int idxLine)


BOOL Insert(CString&strInsert)








CShitarabianLogicImp











Void OnSetting(CDocumentIF* )


void OnToolButton( CDocumentIF*, int)





CSetting





ScanLogicPuzzle

















BOOL m_bEnable





BOOL Scan ( uchar* pucLogic )


CString GetScaned()
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